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予
算
委
員
会
で
は
総
理
と
質
疑 

衆
議
院
選
挙
直
後
の
臨
時
国
会
で
、

公
約
通
り
に
、
予
算
委
員
会
に
て
補
正

予
算
の
質
疑
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

経
済
活
性
化
に
つ
な
が
る
消
費
税

減
税
や
ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
大
幅
な
低

減
へ
の
現
政
府
の
腰
は
重
く
、
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
も
重
な
り
、
電
気

料
金
は
倍
増
の
状
況
で
、
国
民
生
活
に

影
を
落
と
し
て
お
り
、
要
変
革
で
す
。 

左
の
写
真
は
、「
も
っ
た
い
な
い
」
精

神
で
、
時
の
政
府
が
配
布
し
た
ガ
ー
ゼ

マ
ス
ク
で
作
ら
れ
た
産
着
（
う
ぶ
ぎ
）

を
、
予
算
委
員
会
で
紹
介
さ
せ
て
頂
い

た
際
の
も
の
で
す
。
川
西
市
ご
在
住
の

方
の
、
心
が
温
ま
る
作
品
で
す
。 

 

是
々
非
々
の
政
治
を
行
っ
て
来
て

い
ま
す
。
ま
た
、
し
が
ら
み
を
排
し
た

選
挙
も
や
っ
て
来
て
い
ま
す
。 

 

だ
か
ら
こ
そ
、
自
由
で
と
ら
わ
れ
な

い
発
想
で
、
真
に
日
本
の
未
来
に
必
要

と
さ
れ
る
政
策
を
大
胆
に
打
ち
出
す

こ
と
が
出
来
ま
す
。 

 

新
生
日
本
へ
の
挑
戦
！
維
新
の
「
市

村
浩
一
郎
」↓

な
ら
で
き
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

議
席
以
上
で
議
員
立
法
を
！ 

 

そ
う
し
た
諸
政
策
を
、
日
本
維
新
の

会
が
単
独
で
も
実
現
す
る
た
め
に
は
、

衆
議
院
で
は 

議
席
以
上
が
必
要
と

な
り
ま
す
。 

兵
庫
６
区
で
は
、「
市
村
浩
一
郎
」
元

衆
議
院
議
員
が
、
兵
庫
６
区
の
皆
様
の

代
表
と
し
て
、
政
策
実
現
の
先
頭
に
立

っ
て
、
は
た
ら(

端
楽)

か
せ
て
頂
き
た

く
、
応
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

関
西
か
ら
日
本
を
元
気
に
！ 

 

日
本
維
新
の
会
は
、
関
西
に
党
本
部

を
置
く
唯
一
の
政
党
で
す
。 

 

近
畿
・
関
西
は
、
東
京
一
極
集
中
を

是
正
し
て
、
国
土
を
強
靭
化
す
る
た
め

の
、
国
内
に
お
け
る
開
拓
地
で
す
。 

 

令
和
七
年
の
、
大
阪
・
関
西
万
博
を

成
功
に
導
く
こ
と
に
よ
り
、
関
西
か
ら

日
本
を
元
気
に
し
て
参
り
ま
し
ょ
う
。 

「
コ
ロ
ナ
禍
」
を
乗
り
越
え
て
！ 

 

現
在
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
」
で
、
足
踏
み

状
態
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
明
け
れ
ば 

関
西
３
空
港
の
活
性
化(

伊
丹
空
港
の

国
際
化
も)

な
ど
、
新
生
日
本
へ
の
挑
戦

を
本
格
化
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

渋
沢
栄
一
翁
が
興
し
た
一
橋
大
学

同
期
で
、
光
免
疫
療
法
に
も
取
り
組
む

三
木
谷
さ
ん
も
、
挑
戦
者
で
す
。 

 

第
四
次
産
業
革
命(

人
工
知
能
や
ス

パ
コ
ン
等)

が
進
行
中
で
す
。
こ
の
流
れ

に
乗
り
、
発
展
飛
躍
に
向
け
、
日
本
政

府
も
積
極
的
に
、
基
礎
研
究
や
産
業
化

へ
の
支
援
、
個
人
情
報
保
護
等
の
法
制

度
の
整
備
を
進
め
て
い
く
べ
き
で
す
。 

 

衆
議
院
・
小
選
挙
区
の
選
出
で
！ 

令
和
三
年
十
一
月
十
日
が
、
４
期

目
と
し
て
の
初
登
院
で
し
た
。 

 

衆
議
院
・
小
選
挙
区
は
、
全
国
で
２

８
９
、
兵
庫
県
に
は
１
２
あ
り
ま
す
。

そ
の
内
、
兵
庫
６
区
か
ら
選
出
を
頂

い
て
、「
国
権
の
最
高
機
関
」
で
あ
る

国
会
に
、
衆
議
院
議
員
と
し
て
、
議
席

を
お
預
か
り
し
て
お
り
ま
す
。 

伊
丹
市
、
川
西
市
の
中
南
部
、
宝
塚

市
に
お
住
ま
い
の
約
５
５
万
人
の
皆

様
の
代
表
と
し
て
、
こ
の
国
の
か
た

ち
を
、
時
代
の
流
れ
に
適
う
よ
う
に
、

「
護
る
べ
き
は
護
り
、
変
え
る
べ
き

は
変
え
る
」
と
い
う
不
易
流
行
を
旨

と
し
て
、
今
一
度
、
『
日
本
の
洗
濯
』

を
ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
と
し
て
ま
い
る
所

存
で
す
。
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。 

十
八
年
ぶ
り
に
本
会
議
登
壇 

令
和
四
年
三
月
二
十
九
日
に
は
、
約

１
８
年
ぶ
り
に
、
衆
議
院
本
会
議
で
、

登
壇
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

国
土
交
通
委
員
会
（
以
下
、
国
交
委
）

の
理
事
を
務
め
さ
せ
て
頂
い
て
い
た

と
こ
ろ
、
国
交
委
で
審
議
さ
れ
た
維
新

提
出
の
い
わ
ゆ
る
「
盛
り
土
法
案
」
、

お
よ
び
、
政
府
案
の
両
案
に
つ
い
て
、

賛
成
の
立
場
で
討
論
を
行
い
ま
し
た
。 

国
交
委
で
は
こ
の
他
、
航
空
法
、
所

有
者
不
明
土
地
に
関
す
る
法
、
自
賠
責

法
な
ど
の
法
改
正
、
知
床
で
の
旅
客
船

沈
没
事
件
や
、
伊
丹
空
港
を
含
む
関
西

三
空
港
、
洋
上
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
フ
ァ
ー

ム
、
大
阪
・
関
西
万
博
な
ど
に
つ
い
て
、

国
交
大
臣
等
と
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。 

衆議院議員（4期）1年目のご報告

す              へ 

選挙へ 

衆議院議員 兵庫県第６選挙区（伊丹市 川西市の一部 宝塚市） 

浩一郎 
こういちろう 



 

兵庫 6区の日本維新の会メンバー 

 私達も応援しています！ 
兵
庫
維
新
も
一
致
団
結
！ 

 

兵
庫
県
内
で
も
、
日
本
維
新

の
会
に
、
皆
様
か
ら
、
多
大
な
る

ご
支
援
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
に
改
め
ま
し
て
、
深
甚
な

る
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

維
新
改
革
を
さ
ら
に
前
に
進

め
る
た
め
に
は
、
兵
庫
県
内
に

お
け
る
各
自
治
体
の
地
方
議
会

で
、
身
近
な
課
題
に
取
り
組
む

県
議
会
議
員
、
市
議
会
議
員
等

の
存
在
が
必
要
不
可
欠
で
す
。 

 

昨
年
十
月
に
は
、
川
西
市
議

会
議
員
選
挙
で
、
維
新
公
認
の

４
人
を
、
全
員
当
選
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
邁
進
い
た
し
ま
す
。
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日本維新の会党員、 

後援会のお申し込みは、 

下記事務所までお願いいたします。 

日本維新の会  

衆議院兵庫県第 6 選挙区支部 

いちむら浩一郎を応援する会 

〒665-0035 兵庫県宝塚市逆瀬川 2-6-2 

TEL 0797(71)1111 FAX 0797(76)5122 

http://www.javjav.com/   

info@javjav.com 

  いちむら浩一郎事務所  

お気軽にお立ち寄りください  

池田光隆 

宝塚市議 

齊藤しんじ 

伊丹市議 

坂口美佳 

川西市議 

宝 塚 市 

伊 丹 市 

門 隆志 

兵庫県議 

斉藤なおひろ 

兵庫県議 

兵庫県政対策委員 

佐藤よしのり 

中山ゆうすけ 

宝塚市政対策委員 

伊丹市政対策委員 

大江ひろと 

川西市議 

内山裕介 

宝塚市政対策委員 

田中みゆき 

伊丹市政対策委員 

鈴木たかひろ 

宝塚市議 

伊庭 聡 

川西市議 

角田槙司 

伊丹市政対策委員 

原なおき 

川西市議 

田中麻未 

村松あんな 

宝塚市議 

初登院の日。兵庫維新の国会議員たちと 

伊丹市政対策委員 

森かなこ 

川 西 市 

市
村 

浩
一
郎 

（
い
ち
む
ら 

こ
う
い
ち
ろ
う
） 

「
日
本
維
新
の
会
」
代
議
士
会
長
、

元
国
土
交
通
大
臣
政
務
官
。
約
３
０

年
前
に
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」
と
い
う
造
語
を

生
み
だ
す
。
松
下
政
経
塾
９
期
生

（
松
下
幸
之
助
塾
長
よ
り
直
々
に

指
導
を
受
け
た
「
最
後
の
弟
子
」）、

阪
神
・
淡
路
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
基
金

事
務
局
長
、（
公
益
財
団
法
人
）
東
京

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
財
団
代
表
理
事
、 

一
橋
大
学
卒
。 


